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【本研究の目的】 

病院前救護の主役である救急隊員が、日常の活動で感じている「こんなものがあったらい

いな」というニーズを全国調査して発掘し、それを実現することで病院前救護の質を高め、

傷病者利益に寄与することを目的とする。ニーズを意識することで、日常の活動をあらため

て見直す機会にもなり、救急活動のさらなる質の向上も期待できる。 

 

【背景と準備】 

申請者は救急医療の専門家として 20 年余り病院前救護の現場に深く関わってきたが、以

前から「このような器機があるとよりスムースに患者救護活動が行える」という現場からの

強いニーズが救急隊員にはあった。総務省消防庁でも毎年アイデアを募集しているが、採用

作品にはレスキューや消防用品が多いこと、また消防本部を代表しているという高いハード

ルのため、応募すること無くうやむやの状態が続いていると考えられる。今回、そのハード

ルを大幅に下げるために、全国 800余りの消防本部に病院前救護をより効率的に行うための

様々なニーズの募集を、こちらから要請する形で平成 23年 10月から開始した。直接患者の

生命予後に関与する医療機器の開発には数億円の費用が必要であるが、今回募集したニーズ

は患者さんの生命予後には直接関連しないが、病院前救護の質の向上には役立つようなもの

とした。本プロジェクトを推進するために、申請者の地元である島根県出雲市の出雲市消防

本部に全面的にご協力を頂いた。 

 

【研究の内容と進捗状況】 

平成 25 年 2 月 28 日現在、29 の消防本部から合計 100 個のアイデアを頂いた。アイデア

の中にはほぼ同じものもあり、78 種類に分類できた。感謝の意を込めて、巻末にご協力い

ただいた消防本部の一覧を掲載する。また、皆が気軽にアイデアに対して意見を出し合うた

めに、第 29回日本救急医学会中国四国地方会（平成 25年 5月 17 日－18日、於：出雲市民

会館）の場を提供することとした。また頂いたアイデアをニーズ集として完成させ、本報告

書並びにネットで公開する（ネット公開は平成 25年 2月末の予定）。実現可能そうなアイデ

ア、及び、なるほどと思われるアイデアを頂いた消防本部には、この地方会で発表して頂く

ように、要請文を発送し回答を頂いているところである。 

 

【期待される効果】 

発掘したニーズのいくつかはすぐにでも試作品が出来そうである。今後賛同して頂く企業

を見つけ、提案頂いた消防本部と共同で器機開発を行い、最終的に全国の消防に普及させる

ことが本研究の最終的なゴールである。今回の助成のゴールは、平成 25 年 3 月までに詳細

なニーズ集を作成し、製本ならびにネット上に公開し、全国に発信することである。この過

程ですら、消防は自分たちのアイデアにより、仕事の上での利便性が増すかも、というモチ

ベーションの向上に役立ち、実現すれば消防のみならず開発企業は、病院前救護の質の向上

に寄与するという社会貢献が出来る。器機によっては、病院前救護に限定されず、さらに発

展させていくことが可能なものが出来るかも知れない。これら全てのことは、病院前救護の



質の向上に良い影響を及ぼし、最終的には患者さんの利益に大きく寄与すると信じている。 

 

【研究のスケジュール】 

平成 23年 10月  

・全国の消防本部の消防長あてにニーズの募集を依頼 

 平成 24年 4月～10月 

・ニーズ集作成を開始する。平成 24年 4月 3日、5月 25日、7月 26日、8月 7日に打ち合

わせを行った。ニーズ集には、必要である理由、イメージ図等も併せて掲載し、試作品を

作成の一助となるものを作成する 

・8 月 27 日に出雲工業高校に出向き、ニーズ集から試作品が出来るかどうかの検討を頂く

打ち合わせを行った。 

・ニーズの実現に関して、救急現場で救急救命士が行う処置を、音声認識機能により記録し

、また現場での時間管理を行う「現場マネージャーくん」の試作をすすめている。 

10 月 1 日に日経エレクトロニクス社の取材を受け、この「現場マネージャーくん」の記

事がオンライン上に掲載された。 

・今後、ニーズ集の中身が実現できるように、ホームページを作成し、様々な方面に働きか

けを行う（http://www.med.shimane-u.ac.jp/suh-chushi29/）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院前救護におけるニーズ集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



【終わりに】 

たくさんの方々のおかげで、すてきなニーズ集が出来ました。しかし本研究のゴールは、

ここからモノを作り、それを普及させることである。このニーズ集をたたき台にして、更に

良いアイデア、製品が生まれ、救急隊員による病院前救護の質の向上に少しでも貢献できれ

ばと考えている。 

 

【謝辞】 

下記の消防よりニーズに対してご回答をいただきました。紙面をお借りして、お忙しい中、

貴重なアイデアをお教えいただき、誠にありがとうございました。（敬称は略させていただきます） 

北海道 西胆振消防組合消防本部 
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愛知県 知多中部広域事務組合 消防本部 半田消防署  

愛知県 大府市消防本部 

鳥取県 東部広域行政管理組合消防局   

島根県 大田市消防本部 太田消防署  

島根県 出雲市消防本部 斐川消防署 

岡山県 総社市消防本部 

岡山県 高梁消防署  

広島県 北広島町消防署 芸北出張所 

広島県 江田島市消防本部  

愛媛県 伊予消防等事務組合消防本部  

愛媛県 大洲地区広域消防事務組合消防本部  

高知県 高知市消防局  

佐賀県 唐津市消防本部 消防署 東部分署 

長崎県 島原地域広域市町村圏組合消防本部  

沖縄県 宮古島市消防本部消防署 



最後に、ステキなイラストを添えて下さった、イラストレーター 手銭聡子様、本当にありがとうござ

いました。 

 

 

この研究は（財）救急振興財団の「救急に関する調査研究事業助成」を受けて行ったものである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【付録①】本研究への応募書類 

様式第１号 

                         平成２３年１２月１４日 

 

   財団法人 救急振興財団 

   理 事 長            山本 保博 殿 

 

    申請者    橋口尚幸 

団体名称  出雲病院前救護改善委員会 

（所在地）〒693-8501 島根県出雲市塩冶町 89-1 

代表者職･氏名 島根大学医学部附属病院救急部部長・橋口尚幸 

申請者職･氏名 島根大学医学部附属病院救急部部長・橋口尚幸 

      

救 急 に 関 す る 調 査 研 究 事 業 助 成 申 請 書                                                      

 

救急に関する調査研究事業助成要綱に基づき、下記のとおり助成を申請します。      

          

記 

 

 

１ 研究課題 病院前救護の質を高める研究～救急現場で発生したニーズを発掘し解決する 

２ 助成申請額 100万円 

 

３ 代表研究者 

所属 

島根大学医学部 

 

役職 

救急医学 

教授 

氏名 

橋口尚幸 

 

 

 

４ 共同研究者 

所属 

出雲市消防本部 

出雲市消防本部 

出雲市消防本部 

出雲市消防本部 

出雲市消防本部 

 

役職 

消防司令 

消防司令補 

消防司令補 

消防司令補 

消防司令補 

 

氏名 

手銭俊貴 

吉井友和 

出川 徹 

佐藤靖和 

河瀬幸治 

５ 研究期間 平成２４年 ４月 １日 ～ 平成２５年３月 ８日 

 

６ 申請者連絡先 

 

電話番号 

0853-20-2402 

ﾌｧｯｸｽ番号 

0853-20-240

2 

E-mail 

hashinao@med.shimane-u.ac.jp 



調査研究実施計画 

 

 

 

１ 調査研究の 

目的 

病院前救護の主役である救急隊員が、日常の活動で感じている「こんなものがあ

ったらいいな」というニーズを全国調査して発掘し、それを実現することで、病

院前救護の質を高め、患者利益に寄与することを目的とする。ニーズを意識する

ことで、日常の活動をあらためて見直す機会にもなり、救急活動のさらなる質の

向上も期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 調査研究の 

 内容と方法 

(ｽｹｼﾞｭｰﾙ) 

背景と研究の進捗状況：申請者は救急医療の専門家として 20 年余り病院前救護

の現場に深く関わってきたが、以前から「このような器機があるとよりスムースに

患者救護活動が行える」という現場からの強いニーズが救急隊員からあった。今回

その 20 年来の夢であったニーズの実現の為に、全国 800 余りの消防本部に病院前

救護をより効率的に行うための様々なニーズの募集を、平成 23年 10月から開始し

た。直接患者の生命予後に関与する医療機器の開発には数億円の費用が必要である

が、今回募集したニーズは患者さんの生命予後には直接関連しないが、病院前救護

の質の向上には役立つようなものとした。現在募集中であるが、12 月 1日現在で、

15消防本部、計 40のニーズの返信があった。全国にも様々なニーズがあることが

明らかとなり、本格的に本研究をスタートさせたいと考えている。 

期待される効果：発掘したニーズのいくつかはすぐにでも試作品が出来そうであ

る。今後賛同して頂く企業を見つけ、提案頂いた消防本部と共同で器機開発を行い、

最終的に全国の消防に普及させることが本研究の最終的なゴールである。今回の助

成のゴールは、平成 25 年 3 月までに詳細なニーズ集を作成し、製本ならびにネッ

ト上に公開し、全国に発信することである。この過程ですら、消防は自分たちのア

イデアにより、仕事の上での利便性が増すかも、というモチベーションの向上に役

立ち、実現すれば消防のみならず開発企業は、病院前救護の質の向上に寄与すると

いう社会貢献が出来る。器機によっては、病院前救護に限定されず、さらに発展さ

せていくことが可能なものが出来るかも知れない。これら全てのことは、病院前救

護の質の向上に良い影響を及ぼし、最終的には患者さんの利益に大きく寄与すると

信じている。 

研究のスケジュール： 

平成 23年 10月  

全国の消防本部の消防長あてにニーズの募集を依頼 

平成 23年 12月  

この 2カ月で発掘したニーズの精査、試作品作成の候補決定 

平成 24年 1月～3月  

医学雑誌やものづくりの雑誌に広告を掲載し、さらなる 

ニーズの募集と機器を作成していただける企業を募集 

 平成 24年 4月～12月 

・ニーズ集作成を開始する。必要である理由、イメージ図等も併せて掲載し、

試作品を作成の一助となるものを作成する 



・企業と打ち合わせ、ニーズのうち数点の試作品を完成させる   

平成 25年 3月  

ニーズ集を作成し、インターネット等を通じて公開する 

平成 25年 5月～  

・第 29回日本救急医学会中国四国地方会のメインテーマとして 

紹介する 

・全国の消防本部への普及の道筋を探る 

 

成果の公表方法：平成 25年 5月に申請者が主催する第 29回日本救急医学会中国四

国地方会で、前日に開催される島根救友会主催の講演会並びに学会本番のメインテ

ーマとし、一般企業にも参加頂き、全国の消防から発掘したニーズを公表する予定

である。また開発した器機については特許申請も考慮に入れている。申請後は実証

実験を中心に学術集会で発表し、論文発表を予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 申請額内訳 

【費 目】      【事業費(円)】  【助成金充当費(円)】 

① 通信費          ４０万円      ２０万円 

  全国の消防本部との通信 

② 広告費      ４０万円      ２０万円 

  雑誌等への広告募集 

③ 報告書作成費   ３０万円      ２０万円 

  ニーズ集、財団への報告書作成 

④ 謝礼       5万円         ２万円 

研究協力へのお礼          （＠２千円×10名） 

⑤ 交通費補助    ３０万円      １８万円 

ニーズをいただいた方との打ち合わせ （＠3万円×６名） 

⑥ 試作費作成費   ５０万円      ２０万円 

（＠１０万円×２） 

 ⑦          

 

合    計         １９５万 円     １００万  円 

 

 

４ その他 

 

 

 

 

 

※本様式を審査委員会の議に付すため、要点を簡潔に記入すること。 

 

 

 

 

 



【付録②】 

日本臨床救急医学会（平成 24 年 6 月 16 日、17 日 熊本市）での発表スライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 



 

 

 

 


